
 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏も本番に入ってきました。磯ノ浦は、夏は

海水浴で大変な賑わいをみせると聞きます。 

みなさん、疲れないように、充分、体調を気

配って、暑さを乗りきっていきましょう。 

さて、今回は、蓮華の話です。このほど安楽

寺の境内に蓮鉢をおいて、蓮を咲かせてみまし

た。７月に入って、何とか無事に開花しました。

皆さんも、 ｢ 綺麗に咲いてよかったね ｣と墓参

りの行き返りに見て楽しんでくれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この蓮は、「大賀蓮」という名の蓮で、色は

写真の通り、ピンク色の花です。蓮華には白蓮

や黄色のものもありますが、また来年の夏には

咲かすことができればと考えています。 

見頃は、７月上旬より 2、３週間程度、天候

にもよりますが、朝 7 時くらいから 9 時ごろま

でが、開花して美しいといわれます。 

蓮華は、泥の中から芽をだし、汚れた泥水に

は、まったく染まらずに美しい花を咲かせます。

それは、まるで苦しみの世界から脱して、仏さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まのお浄土に生まれるようで、私たち仏教徒は、 

蓮華を浄土世界、悟りの境地など、古くから、

仏さまの花として大事にしてまいりました。 

安楽寺で蓮を見て、仏縁となってもらえたら

いいなと思います。 

法語の「分陀利華」 ( ふんだりけ ) とは、蓮

の華のことです。蓮の中でも一番美しく輝いて

いる白蓮華を言います。「プンダリーカ」の音

写です。信心をえたるといえることは、「難信

の信」とよばれるほど、とても難しいことです。

この信心をえたる人は、蓮華ごとく、とても尊

い人だと述べられています。 

『仏説阿弥陀経』には、浄土をしめして、

「池のなかの蓮華は、大きさ車輪のごとし。青

色には青光、黄色には黄光、赤色には赤光、白

色には白光あり」と説かれています。 

それぞれの蓮華は、その色を持つ花が、その

まま自分の色の光を放して、またそれぞれの輝

きが、他の花をも輝かせているようすが、述べ

られています。 

この今生においては、自分が自分らしく生き

ていくことが、大変難しい世界であります。で

も、浄土の蓮華の様子は、本来、あるがままの

姿で生きていくことが、とても大事なことなん

だ、と説いてあります。 

阿弥陀さまのみ教えは、「そのまま来いよ」

の教えです。 
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安楽寺だより 平 成 21 年 夏 号  

信 心 を え た る ひ と を ば 、        

「 分 陀 利 華 」 と の た ま へ り 「唯信鈔文意」 

 

安楽寺境内にて咲いた蓮華 


